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第 （ ）第 （ ）
（単位：百万円）

平成24年3月期 第2四半期の業績（連結）平成24年3月期 第2四半期の業績（連結）

平成20年
3月期
２Ｑ

平成21年
3月期
２Ｑ

平成22年
3月期
２Ｑ

平成23年
3月期
２Ｑ

平成24年
3月期
２Ｑ

前年
同期比
（％）

平成24年
3月期

２Ｑ計画

計画比
増減
（％）

売 上 高 11,175 10,715 10,622 12,442 15,182 22.0 14,464 5.0

営 業 利 益 1,969 1,269 1,230 1,629 2,080 27.7 1,815 14.6, , , , , ,

営業利益率(%) 17.6 11.8 11.6 13.1 13.7 0.6 12.5 －

経 常 益 △経 常 利 益 1,816 591 1,104 1,204 1,690 40.3 1,879 △10.0

経常利益率(%) 16.3 5.5 10.4 9.7 11.1 1.4 13.0 －

四半期純利益 1,003 125 396 482 847 75.4 977 △13.9

１株当たり四半
純 益

31 21 3 94 12 45 15 17 26 61 － 30 70 －
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期 純 利 益 ( 円 )
31.21 3.94 12.45 15.17 26.61 30.70



第 （ ）第 （ ）平成24年3月期 第2四半期の業績（単体）平成24年3月期 第2四半期の業績（単体）
（単位：百万円）

平成20年
3月期
２Ｑ

平成21年
3月期
２Ｑ

平成22年
3月期
２Ｑ

平成23年
3月期
２Ｑ

平成24年
3月期
２Ｑ

前年
同期比
（％）

平成24年
3月期

２Ｑ計画

計画比
増減
（％）

売 上 高 9,643 9,369 9,495 10,787 12,553 16.4 11,795 6.4

営 業 利 益 1,788 1,455 1,750 2,021 2,256 11.6 2,030 11.1, , , , , ,

営業利益率(%) 18.6 15.5 18.4 18.7 18.0 △0.7 17.2 0.8

経 常 益 △経 常 利 益 1,812 1,034 1,637 1,605 1,883 17.3 2,115 △11.0

経常利益率(%) 18.8 11.0 17.2 14.9 15.0 0.1 17.9 △2.9

四半期純利益 1,058 571 933 913 1,086 18.9 1,229 △11.6

１株当たり四半
純 益

32 90 17 94 29 33 28 71 34 13 － 38 61 －
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期 純 利 益 ( 円 )
32.90 17.94 29.33 28.71 34.13 38.61



第第第２四半期 売上高推移第２四半期 売上高推移
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（ ）（ ）（参考）通期 売上高推移（参考）通期 売上高推移
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第2四半期 営業利益の推移（連結 単体）第2四半期 営業利益の推移（連結 単体）

2500

第2四半期 営業利益の推移（連結・単体）第2四半期 営業利益の推移（連結・単体）
（単位：百万円）

2,000

2,500

1,000

1,500

500

0

平成20/3期2Q 平成21/3期2Q 平成22/3期2Q 平成23/3期2Q 平成24/3期2Q
平成24/3期2Q

(計画）

■ 単 体 1 788 1 455 1 750 2 021 2 256 2 030■ 単 体 1,788 1,455 1,750 2,021 2,256 2,030

■ 連 結 1,969 1,269 1,230 1,629 2,080 1,815
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（参考）通期 営業利益の推移（連結 単体）（参考）通期 営業利益の推移（連結 単体）

5000

（参考）通期 営業利益の推移（連結・単体）（参考）通期 営業利益の推移（連結・単体）
（単位：百万円）

4,000

5,000

2,000

3,000

0

1,000

0

平成20/3期 平成21/3期 平成22/3期 平成23/3期
平成24/3期

(計画）

■ 単 体 3,757 3,254 3,837 4,330 4,500

■ 連 結 4,074 2,890 2,902 3,783 4,248
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第2四半期 経常利益の推移（連結 単体）第2四半期 経常利益の推移（連結 単体）

2500

第2四半期 経常利益の推移（連結・単体）第2四半期 経常利益の推移（連結・単体）
（単位：百万円）

2,000

2,500

1,000

1,500

500

0

平成20/3期2Q 平成21/3期2Q 平成22/3期2Q 平成23/3期2Q 平成24/3期2Q
平成24/3期2Q

(計画）

■ 単 体 1 812 1 034 1 637 1 605 1 883 2 115■ 単 体 1,812 1,034 1,637 1,605 1,883 2,115

■ 連 結 1,816 591 1,104 1,204 1,681 1,879

8ARIAKE JAPAN CO.,LTD. 8



（参考）通期 経常利益の推移（参考）通期 経常利益の推移（参考）通期 経常利益の推移（連結・単体）（参考）通期 経常利益の推移（連結・単体）
（単位：百万円）

4,000

5,000

2 000

3,000

1,000

2,000

0

平成20/3期 平成21/3期 平成22/3期 平成23/3期
平成24/3期

(計画）

■ 単 体 3,795 2,491 3,935 4,116 4,662

■ 連 結 3,493 1,830 2,967 3,484 4,366
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平成24年3月期上半期 単体事業概要平成24年3月期上半期 単体事業概要

 売上高 売上高

アリアケジャパン株式会社単体の売上高は、顧客第一の姿勢で更なる拡販に努め、
前年同期比16.4％増（1,766百万円増）の12,553百万円となりました。

前年比 235百万円（11.6%）増加の2,256百万円。 計画比では226百万円増加。

増加要因 売上高増加に伴う利益増加 615

製造原価の固定費増加 △187

 営業利益 （単位：百万円）

前年比
減少要因

製造原価の固定費増加 △187

原材料費増加 △80

販売費の変動費増加 △64

燃料費増加 △44

計画比 増加要因 売上高増加に伴う増加 250計画比 増加要因 売上高増加に伴う増加 250

前年比 278百万円（17.3％）の増加の1,883百万円。 計画比では232百万円減少。

営業利益増加 235

 経常利益 （単位：百万円）

前年比
増加要因

営業利益増加 235

デリバティブ評価損益改善 293

減少要因 為替差損増加 △285

計画比
増加要因

営業利益増加 226

デリバティブ評価損益改善 12

10ARIAKE JAPAN CO.,LTD. 10

計画比 デリバティブ評価損益改善 12

減少要因 為替差損増加 △521



（参考）デリバティブ損益、及び為替差損益を除く連結経常損益推移（参考）デリバティブ損益、及び為替差損益を除く連結経常損益推移

平成 平成 平成 平成 平成

（単位：百万円）

20/3 21/3 22/3 23/3 24/3（計画）

売 上 高 22 961 21 736 22 893 27 051 31 360売 上 高 22,961 21,736 22,893 27,051 31,360

経 常 損 益 3 493 1 830 2 967 3 484 4 366経 常 損 益 3,493 1,830 2,967 3,484 4,366

デリバティブ損益
及び為替差損益
を除く経常損益

3,493 2,642 3,037 3,953 4,366
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平成24年3月期 第2四半期地域別実績（連結）平成24年3月期 第2四半期地域別実績（連結）
（単位：億円）

売 上 高 経 常 損 益

平成
24/3期

平成
23/3期 差額

平成
24/3期 差額

平成
24/3期

平成
23/3期 差額

平成
24/3期 差額

2Q (A) 2Q (B) (A-B) 2Q計画
(C)

(A-C) 2Q (A) 2Q (B） (A-B) 2Q計画
(C)

(A-C)

ｱﾘｱｹｼﾞｬﾊﾟﾝ 125.5 107.9 17.6 118.0 7.5 18.8 16.1 2.7 21.2 △2.4

米 国 6.8 4.8 2.0 5.8 1.0 0.5 △0.8 1.3 0.0 0.5

アジア 8.4 7.7 0.7 9.8 △1.4 1.5 0.8 0.7 1.0 0.5

欧 州 8.7 1.9 6.8 8.9 △0.2 △4.0 △4.1 0.1 △3.5 △0.5

日 本 2 4 2 1 0 3 2 2 0 2 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0日 本 2.4 2.1 0.3 2.2 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0

子会社計 26.3 16.5 9.8 26.7 △0.4 △1.9 △4.1 2.2 △2.4 0.5

合 計
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合 計 151.8 124.4 27.4 144.6 7.2 16.9 12.0 4.9 18.8 △1.9



平成24年3月期上半期 主要子会社概要平成24年3月期上半期 主要子会社概要

 主要子会社

 米国 米国
拡張工事の成果が表れ、大幅増収増益を実現した。
売上高増加に伴って固定費割合が下がった他、費用削減努力も実り変動費比率も
下げた。

 アジア
青島有明食品は、連結消去されたアリアケジャパン向けを含めると、売上高は現地
通貨建てで２０％増加。さらに諸費用削減効果もあって経常利益が改善した。

台湾有明食品は順調な成長によって、ほぼ計画どおりの業績を上げている。

 欧州
欧州圏内での売上高が予定どおり増加している。欧 高 定 増 。
ただ、未だに償却負担が重く、黒字転換は来年以降となる。

 日本
ほぼ計画どおりの業績を達成している。
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資 （ ）資 （ ）

4500

設備投資の推移（連結・単体）設備投資の推移（連結・単体）
（単位：百万円）

3 000

3,500

4,000

4,500

1 500

2,000

2,500

3,000

500

1,000

1,500

0

平成20/3期 平成21/3期 平成22/3期 平成23/3期
平成24/3期

(計画）
平成24/3期

2Q

■単体■単体 656 180 156 395 1,380 273

■連結 4,199 1,724 1,482 646 2,629 423
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減価償却費の推移（連結 単体）減価償却費の推移（連結 単体）

2500

減価償却費の推移（連結・単体）減価償却費の推移（連結・単体）
（単位：百万円）

2,000

2,500

1,000

1,500

500

0

平成20/3期 平成21/3期 平成22/3期 平成23/3期
平成24/3期

(計画）
平成24/3期

2Q

■単体■単体 1,891 1,555 1,325 1,128 1,121 535

■連結 2,191 2,049 1,979 1,787 1,843 882
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今後 事業計画今後 事業計画
（単位：億円）

今後の事業計画今後の事業計画

平成22/3期
実 績

平成23/3期
実 績

平成24/3期
予 想

計 画

平成25/3期 平成26/3期 平成27/3期 平成28/3期

単

体

売上高 202 229 251 260 270 285 300

経常利益 39 41 46 51 54 57 60体 経常利益 39 41 46 51 54 57 60

連
結 売上高 26 41 62 85 120 155 165

子
会
社

経常利益 △10 △7 △3 4 8 12 15

連

結

売上高 228 270 313 345 390 440 465

経常利益 29 34 43 55 62 69 75

16ARIAKE JAPAN CO.,LTD. 16

結 経常利益 29 34 43 55 62 69 75



今後の事業計画今後の事業計画今後の事業計画今後の事業計画

１ アリアケジャパン株式会社１．アリアケジャパン株式会社

当社は他社の追随を許さない独自の技術力を武器としてシェアを伸ばし、また、製品ラインナップの充実により、

今期の単体の売上高は、平成22年1月より21ヶ月連続二桁増収を達成しました。

２．ARIAKE U.S.A., Inc.

食品の専門家のそろったR&Dと昨年完成した拡張工場を有効活用し、さまざまな新製品を開発・生産して、

全米にわたる営業網を利用して拡販に努めています。

３．アジア（青島有明食品有限公司 ・台湾有明食品股份有限公司）

青島は、業界筆頭の即席麺会社に対する売上が増加し、北京と上海の営業所を基点とした営業活動も順調で

あり、台湾は地場の外食や中食向けを中心として売上高を伸ばしております。

４．欧州 （F.P.N.I. BELGIUM N.V. ・F. P. Natural Ingredients S.A.S.）

厳しい経済環境の中、インフュージョンブイヨン初め、各種エキスなどの拡販を着実に進めております。

上記とおり、平成28年3月期の連結売上高計画は465億円となります。経常利益は、単体は売上高の20%を
見込み、子会社は徐々に利益率を上げていき、平成28年3月期には10%となる予定です。

ただ、今期は計画をしのぐ勢いで売上高が増加しており、この増勢が続くようであれば、連結売上高465億円達
成が 成 前 があ す

17ARIAKE JAPAN CO.,LTD. 17

成が、平成26年３月期に前倒しされる可能性があります。



裏 （ 優 ）裏 （ 優 ）品質と価格の裏付け（競争優位の源泉）品質と価格の裏付け（競争優位の源泉）
1. 米国、ヨーロッパをはじめ、海外に５ヶ所の生産拠点を有するグローバル・エンタープラ1. 米国、ヨ ッ をはじめ、海外に５ヶ所の生産拠点を有するグ ル ンタ プラ

イズです。
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裏 （ 優 ）裏 （ 優 ）品質と価格の裏付け（競争優位の源泉）品質と価格の裏付け（競争優位の源泉）

2. コンピューター生産方式による大規模工場を確立しています。

 規模の経済では、製造原価は規模に比例して逓減します。 規模の経済では、製造原価は規模に比例して逓減します。
生産規模が大きくなると製品１単位当たりの製造原価は小さくなり、
コストダウンが可能となります。（規模の経済効果）

 コンピューター制御により、正確な生産コントロールが可能であるため、
無理無駄がなくなります。

 無人化による大量生産により、固定費、労務費、その他あらゆる分野で費用が
削減できます削減できます。
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裏 （ 優 ）裏 （ 優 ）品質と価格の裏付け（競争優位の源泉）品質と価格の裏付け（競争優位の源泉）

3. 45年の長い会社の歴史の中で、経験曲線が生きています。

 洋風・和風・中華等、天然調味料の全ての分野において経験曲線を生かし、
品質レベルや価格において優位性が蓄積されています。（ノウハウの蓄積）

 規模の拡大、累積生産量の増加によって、スキルや工程の「カイゼン」等が蓄積さ
れ 経験による業務の効率アップに繋げていますれ、経験による業務の効率アップに繋げています。

 ニーズを追求し、商品価値のブラッシュアップを図るプロセスで蓄積されたレシピは、
中華2,500、洋風1,000、和風1,000アイテムを超えています。
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国 内 工 場国 内 工 場

最新テクノロジーを駆使した工場から高品質・安全な商品をお届けし
ます。
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